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項
」
に
、「
同
条
第
二
十
二
項
」
を
「
同
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十

九
項
中
「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
二
項
」
を
「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
六
項

と
し
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
第
二
十
九
項
」
を
「
第
三
十
一
項
」
に
、「
第
三
十
六
項
」
を
「
第
四
十
三
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
一
項
」
を
「
第
七
十
条
の
六

第
二
十
二
項
」
に
、「
に
つ
い
て
法
第
七
十
条
の
四
第
十
七
項
」
を
「
に
つ
い
て
法
第
七
十
条
の
四
第
十
八
項
」
に
改

め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
条
の
四
第
十
七
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
十
八
項
」
に
、「
こ
と
」
を
「
こ
と
。」に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
一
項
」
を
「
第
七
十
条
の

六
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、
同
条
第
三
十
五
項
中「
第
四
十
条
の
六
第
三
十
二
項
」

を
「
第
四
十
条
の
六
第
三
十
八
項
」
に
、「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
」
を
「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
一
項
」
に
、「
第

七
十
条
の
四
第
十
六
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
十
七
項
」
に
、「
第
四
十
条
の
七
第
三
十
二
項
」
を
「
第
四
十
条
の

七
第
三
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
三
十
四
項
中
「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条

第
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
項
」
を
「
同
条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
一
項
と
し
、
同
条
第

三
十
三
項
中
「
第
二
十
九
項
」
を
「
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
項
と
し
、
同
条
第
三
十
二
項
中

「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
の
税
務
署
長
」
を
「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
一
項
の
税
務
署
長
」に
、「
同
条
第
二
十
項
」

を
「
同
条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
」
を
「
第
七
十
条
の

六
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
九
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
中「
第
四
十
条
の
六
第
二
十
九
項
」

を
「
第
四
十
条
の
六
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
し
、同
項
の
次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

34

法
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
の
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
農
業
相
続
人
は
、
同
項
に
規
定
す
る
譲

渡
等
に
係
る
特
例
農
地
等
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
を
、
当
該
譲
渡
等
が
あ
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

法
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
に
規
定
す
る
譲
渡
等
に
係
る
特
例
農
地
等
の
明
細
、
当
該
特
例
農
地
等
の
被
相

続
人
か
ら
の
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
る
取
得
の
時
に
お
け
る
農
業
投
資
価
格
控
除
後
の
価
額
及
び
そ
の
計
算
の
明

細
並
び
に
当
該
譲
渡
等
の
対
価
の
額

三

法
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
に
規
定
す
る
譲
渡
等
に
係
る
特
例
農
地
等
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
同
項
の
農
業

相
続
人
の
農
業
の
用
に
供
す
る
見
込
み
で
あ
る
同
項
に
規
定
す
る
代
替
特
例
農
地
等
の
明
細
及
び
当
該
譲
渡
等

の
時
に
お
け
る
価
額
並
び
に
当
該
代
替
特
例
農
地
等
を
当
該
農
業
相
続
人
の
農
業
の
用
に
供
す
る
予
定
年
月
日

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

35

第
三
十
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

36

法
第
七
十
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
例
農
地
等
が
法
第
七
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
得
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
基
因
と
な
つ
た
法
第
七
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
贈
与
者
の
死
亡
の
日
前
一
年
以
内
に
行
わ
れ
た

当
該
特
例
農
地
等
に
係
る
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
譲
渡
等
に
つ
き
同
項
に
規
定
す
る
税
務
署
長
の
承
認
を
受

け
て
い
る
と
き
は
、
当
該
特
例
農
地
等
の
当
該
譲
渡
等
に
係
る
法
第
七
十
条
の
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
該
譲
渡
等
は
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
譲
渡
等
と
み
な
し
、
当
該
承
認
は
同
条
第
二
十
項
の
規
定
に
よ
る
税
務

署
長
の
承
認
と
み
な
す
。

37

第
四
十
条
の
六
第
三
十
四
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
条
の
六
第
三
十
四
項
中
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
七
十
条

の
六
第
二
十
項
第
二
号
」
と
、「
農
地
等
の
う
ち
」
と
あ
る
の
は「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
農
地
等
の
う
ち
」

と
、「
代
替
農
地
等
価
額
（
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
代
替
特
例
農
地
等
価
額
（
同
条
第
二
十
項
」
と
、「
代
替
農
地
等

で
」
と
あ
る
の
は
「
代
替
特
例
農
地
等
で
」
と
、「
農
地
等
の
贈
与
者
か
ら
の
贈
与
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
例
農

地
等
の
被
相
続
人
か
ら
の
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
る
取
得
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

38

第
四
十
条
の
六
第
三
十
五
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
六
第
七
項
に
規
定
す
る
譲
渡
等
に
係
る
特
例
農
地
等

に
つ
き
同
条
第
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
四
第
十
五
項
及
び
法
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
の
承

認
を
併
せ
て
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
四
第
十
五
項
第
二

号
及
び
法
第
七
十
条
の
六
第
二
十
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
等
を
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
部
分
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
条
の
六
第
三
十
五
項
中
「
第
三
十
一
項
及
び
前
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
十
条
の
七
第
三
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
項
及
び
同
条
第
三
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前

項
」
と
、「
農
地
等
の
贈
与
者
か
ら
の
贈
与
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
七
十
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
農
地
等

の
被
相
続
人
か
ら
の
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
る
取
得
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
第
七
十
条
の
四
第
十
五
項
第
三
号
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
第
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
四
第
十
五
項
第
三
号
」
と
、
同
項

第
二
号
中
「
代
替
農
地
等
価
額
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
の
七
第
三
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
に
規
定

す
る
代
替
特
例
農
地
等
価
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
条
の
七
第
三
十
項
中
「
取
得
し
た
と
」
を
「
取
得
し
た
も
の
と
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
二
項
と

し
、
同
条
第
二
十
九
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
第
三
号
中
「
又
は
採
草
放
牧
地
」
を
「
若
し

く
は
採
草
放
牧
地
又
は
同
項
に
規
定
す
る
収
用
交
換
等
に
よ
る
譲
渡
が
あ
つ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
農
地
若
し
く
は

採
草
放
牧
地
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
見
込
み
の
あ
る
法
第
七
十
条
の
四
第
二
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
か
ら
第
二
十
七
項
ま
で
を
二

項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
二
十
一
項
の
」
を
「
第
二
十
二
項
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第

四
十
条
の
六
第
十
三
項
各
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
十
五
項
各
号
」
に
、「
同
条
第
十
四
項
」
を「
同
条
第
十
六
項
」

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
六
項
」
を
「
第
四
十
三
項
」
に
、「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
一
項
」
を
「
第
七
十

条
の
六
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
又
は
同
条
第
二
十
項
」
を

「
、
同
条
第
二
十
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
例
農
地
等
と
み
な
さ
れ
た
も

の
又
は
同
条
第
二
十
一
項
」
に
、「
第
七
十
条
の
四
第
十
六
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
十
七
項
第
三
号
」に
、

「
又
は
第
二
十
項
の
」
を
「
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
」
に
、「
第
二
十
八
項
第
二
号
、
第
三
十
二
項
第

二
号
、
第
六
十
項
、
第
六
十
一
項
第
二
号
及
び
第
六
十
三
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九

項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
四
十
条
の
六
第
十
一
項
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
を
削
り
、
同
条
第
十
三
項
中「
以
下
」

を
「
次
項
を
除
き
、
以
下
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

16

法
第
七
十
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
業
相
続
人
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
を
受
け

る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
税
額
と
調
整
前
農
地
等
猶
予
税
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納
税

猶
予
分
の
相
続
税
額
で
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。）と
の
合
計
額
が
猶
予
可
能
税
額
（
同
条

第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
金
額
（
当
該
農
業
相
続
人
が
相
続
税
法
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
条
の
二
ま
で
、
第
二
十

一
条
の
十
五
又
は
第
二
十
一
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
を
同
法
第
十

七
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
で
あ
る
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
金
額
）
を
い

う
。）を
超
え
る
と
き
に
お
け
る
特
例
農
地
等
に
係
る
法
第
七
十
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
納
税
猶
予
分
の
相
続

税
額
は
、
当
該
猶
予
可
能
税
額
に
当
該
調
整
前
農
地
等
猶
予
税
額
が
当
該
合
計
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算

し
た
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
金
額
を
切
り
捨
て
る
。

一

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項

調
整
前
山
林
猶
予
税
額
（
同
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
納
税
猶
予
分

の
相
続
税
額
で
第
四
十
条
の
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。）

二

法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
一
項
又
は
第
七
十
条
の
七
の
四
第
一
項

調
整
前
株
式
等
猶
予
税
額
（
法
第
七
十

条
の
七
の
二
第
二
項
第
五
号
又
は
第
七
十
条
の
七
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
納
税
猶
予
分
の
相
続
税
額

で
第
四
十
条
の
八
の
二
第
十
三
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
（
第
四
十
条
の
八
の
三
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。）

三

法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
一
項

調
整
前
持
分
猶
予
税
額
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
納
税
猶
予
分
の
相
続

税
額
で
第
四
十
条
の
八
の
七
第
四
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。）

第
四
十
条
の
七
第
十
二
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
八
項
中
「
第
四
十
条
の
六
第
九
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
十
一
項
第
一
号
」
に
、「
第
四
条
第
二
項

に
規
定
す
る
農
地
保
有
合
理
化
事
業
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
限
る
。）」
を
「
第
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る

農
地
売
買
等
事
業
」
に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
法
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
十
条
の

六
第
九
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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